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問1 奈良時代、743年に出された「墾田永年私財法」では、それまでの「三世一身の法」で定められていた期限付きの土地所有ルールが大きく変更さ
れました。この法令によって、新しく開墾した土地の所有権はどのような形で認められるようになったか、最も適切なものを選びなさい。
（2025年 大阪府公立入試 類似）

1. 子、孫、ひ孫の三代に限って認め
られる

2. 期限を定めず、永久に私有するこ
とが認められる

3. 開墾した本人の一代に限って認め
られる

4. 開墾から一定期間が経過した後は
、再び国に返還される

問2 8世紀、奈良の平城京を中心に、仏教の力で国家を守ろうとする「鎮護国家」の思想に基づいた政策が行われました。この政策を推進した聖武天
皇が行った内容として最も適切なものを次の中から選んでください。 （2016年 長崎県公立入試 類似）

1. 都に東大寺と大仏を建立し、全国
の各地方には国分寺・国分尼寺を建
てさせた。

2. 唐から鑑真を招いて唐招提寺を建
立し、正しい戒律を広めることで国
家の安定を図った。

3. 飛鳥の地に法隆寺を建立し、十七
条の憲法を制定して役人の心構えを
説いた。

4. 都を平安京へと遷し、比叡山に延
暦寺を建立させて新しい仏教の普及
を図った。

問3 律令国家の政治組織において、中央には神祇官や太政官が置かれましたが、地方の九州には「大宰府」という特別な機関が置かれました。この
大宰府が、東アジアの国々に対して担っていた主な役割の説明として、最も適切なものを選びなさい。 （2018年 大分県公立入試 類似）

1. 農民から租・庸・調などの税を徴
収し、中央へ送るための徴税の拠点
としての役割

2. 各国の戸籍を作成し、土地の分配
や裁判を管理する地方行政の拠点と
しての役割

3. 外国使節の接待などの外交や、大
陸からの侵攻に備える防衛の拠点と
しての役割

4. 全国の国分寺を統括し、仏教の教
えによって国家を鎮める宗教の拠点
としての役割

問4 奈良時代に編纂された歴史書である『日本書紀』に、飛鳥時代の重要な政治的動向として記録されている事柄はどれか。 （2017年 山形県公立入試 類似）

1. 中大兄皇子らによる大化の改新の
進展

2. 平将門が関東で朝廷に対し起こし
た反乱

3. 一遍が各地を巡り歩いた踊り念仏
の様子

4. 桓武天皇による平安京への遷都

問5 古代の肥後国（現在の熊本県）から絹が都へ納められたことを記録した木簡が発見されています。このように、律令国家において地方の特産品
を都へ納めさせた税の仕組みについて説明した文として最も適切なものを選びなさい。 （2026年 熊本県公立入試 類似）

1. 地方の特産品を都へ納めさせた税
で、調と呼ばれる。

2. 地方の農民に年間60日を限度とし
て無償で土木工事などを行わせた負
担で、雑徭と呼ばれる。

3. 田の面積に応じて収穫した稲を納
めさせた税で、租と呼ばれる。

4. 都での年間10日間の労役に代えて
布などを納めさせた税で、庸と呼ば
れる。

問6 663年の白村江の戦いで敗れた後、大和政権は大宰府を守るためにその周辺の防衛を強化しました。この時、大宰府の北側に築かれた、巨大な土
塁と堀を持つ防衛施設を何と呼びますか。 （2017年 広島県公立入試 類似）

1. 多賀城（たがじょう） 2. 水城（みずき） 3. 鴻臚館（こうろかん） 4. 吉野ヶ里（よしのがり）

問7 奈良時代、聖武天皇は国分寺や国分尼寺を全国に建立し、東大寺には巨大な大仏を造営しました。このように、仏教の教えによって国家の平穏
と安泰を願った思想を何と呼びますか。 （2015年 富山県公立入試 類似）

1. 浄土信仰 2. 鎮護国家の思想 3. 尊王攘夷 4. 本地垂迹説

問8 7世紀後半に起きた壬申の乱を経て、天皇を中心とする中央集権体制の整備が進められました。この過程で、遣唐使が持ち帰った唐の進んだ制度
を参考に、701年に刑法や行政法としてまとめられ、律令国家の法的な基盤となったものは何ですか。 （2019年 徳島県公立入試 類似）

1. 十七条の憲法 2. 大宝律令 3. 御成敗式目 4. 武家諸法度

問9 奈良時代、相次ぐ疫病や政治的な混乱による社会不安を鎮めるため、聖武天皇が仏教の力で国家の安定を図ろうとした政策について述べたもの
として、最も適切なものはどれですか。 （2021年 広島県公立入試 類似）

1. 下剋上の風潮を抑えるために、各
地域の農民が中心となった寺院によ
る自治を認めた。

2. 大陸から伝わった鉄器や青銅器の
製造技術を独占し、全国の主要な拠
点に工房を設置した。

3. 地方の治安を維持するために、全
国の国ごとに守護を、公領や荘園に
は地頭を設置した。

4. 全国の国ごとに国分寺・国分尼寺
を建立し、都には総本山として東大
寺を建てた。

問10 8世紀初めの戸籍には、50代の戸主やその妻、20代の子どもから数歳の孫にいたるまで、家族構成と年齢が具体的に記録されていました。この
ように作成された戸籍に基づき、6歳以上の男女に与えられた土地と、その収穫に応じて課された税の組み合わせとして正しいものはどれですか
。 （2023年 長野県公立入試 類似）

1. 公田を与えられ、租を負担した 2. 口分田を与えられ、庸を負担した 3. 公田を与えられ、調を負担した 4. 口分田を与えられ、租を負担した

問11 奈良時代、貴族や寺社が新しく開墾した土地を自らの私有地として成立させた広大な農園を「荘園」と呼びます。この背景には、自分で新しく
切り開いた土地を永久に自分のものにすることを認める法律の制定がありました。その法律の名称として正しいものを選んでください。 （2019年

山口県公立入試 類似）

1. 班田収授法 2. 墾田永年私財法 3. 三世一身の法 4. 版籍奉還

問12 奈良時代の国際交流の様子を伝える資料として、東大寺には当時の宝物を納めた高床式の倉庫が残されています。この建物の名称と、そこに保
管されている品々が示す当時の状況について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2019年 徳島県公立入試 類似）

1. 法隆寺（ほうりゅうじ）には、日
本独自の風土や好みに合わせた国風
文化の作品が多く納められ、貴族の
生活の様子を伝えている。

2. 正倉院（しょうそういん）には、
唐や西アジアの文化の影響を受けた
工芸品が納められ、天平文化の国際
性を今に伝えている。

3. 鳳凰堂（ほうおうどう）には、浄
土信仰に基づく仏像が安置され、平
安時代の武士の台頭による社会不安
を反映している。

4. 唐招提寺（とうしょうだいじ）に
は、鑑真が持ち込んだ経典が納めら
れ、遣隋使によってもたらされた仏
教文化の広まりを示している。

問13 743年に「墾田永年私財法」が施行されたことにより、その後の日本の社会に現れた大きな変化として正しいものはどれか。 （2024年 静岡県公立入試

類似）

1. 経済力を持つ貴族や寺院が大規模
な開墾を行い、のちに「荘園」と呼
ばれる私有地が広がる原因となった
。

2. 天皇による直接支配が全国の隅々
まで行き渡り、武士という新しい階
級が登場する余地がなくなった。

3. 班田収授の法がより厳格に守られ
るようになり、農民の間の貧富の差
が完全に解消された。

4. 土地の私有化が進んだ結果、米で
納める「租」の制度が廃止され、全
ての税が貨幣で納められるようにな
った。


